
(57)【要約】

装身具システムのための装飾具（１、１１、２１）であ

って、細長い要素および装飾要素（４、１４、２４ａ、

２４ｂ）を収容するための少なくとも１つのノッチ（３

、２３ａ、２３ｂ）が設けられた基台部（２、２２）を

備え、上記装飾要素（４、１４、２４ａ、２４ｂ）は上

記ノッチの両端に延びることで上記細長い要素を覆い囲

むようにして上記基台部に取り付けられることができる

、装飾具（１、１１、２１）である。上記基台部（２、

２２）および装飾要素（４、１４、２４ａ、２４ｂ）は

、上記装飾要素（４、１４、２４ａ、２４ｂ）が、上記

ノッチ（３、２３ａ、２３ｂ）に対しランダムに選択さ

れた向きで基台部（２、２２）に着脱式に取り付けられ

ることができるように構成される。さらに、装身具シス

テムは、上述したような少なくとも１つの装飾具（１、

１１、２１）および細長い要素を備える。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
細 長 い 要 素 を 収 容 す る た め の 少 な く と も １ つ の ノ ッ チ （ ３ 、 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ ） が 設 け ら れ
た 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） と 、 前 記 ノ ッ チ （ ３ 、 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ ） の 両 端 に 延 び る こ と
で 前 記 細 長 い 要 素 を 覆 い 囲 む よ う に し て 前 記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） に 取 り 付 け ら れ る
こ と が で き る 装 飾 要 素 （ ４ 、 １ ４ 、 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ 、 ６ ４ ） と を 備 え る 、 装 身 具 シ ス テ ム
の た め の 装 飾 具 （ １ 、 １ １ 、 ２ １ ） で あ っ て 、 前 記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） お よ び 前 記
装 飾 要 素 （ ４ 、 １ ４ 、 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ 、 ６ ４ ） は 、 該 装 飾 要 素 （ ４ 、 １ ４ 、 ２ ４ ａ 、 ２ ４
ｂ 、 ６ ４ ） が 、 前 記 ノ ッ チ （ ３ 、 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ ） に 対 し ラ ン ダ ム に 選 択 さ れ た 向 き で 前
記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） に 着 脱 式 に 取 り 付 け ら れ る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 装 飾 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） は 、 前 記 装 飾 要 素 （ ４ 、 １ ４ 、 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ 、 ６ ４ ） を
取 り 付 け る こ と が で き る 円 形 凹 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の
装 飾 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） の 前 記 円 形 凹 部 は 、 切 り 込 み を 入 れ ら れ 、 前 記 凹 部 の 縁 に
少 な く と も １ つ の 内 向 き に 延 出 し た ビ ー ド （ ５ ） が 設 け ら れ て い る こ と 、 お よ び 前 記 装 飾
要 素 （ ４ 、 １ ４ 、 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ 、 ６ ４ ） は 、 前 記 切 り 込 み を 入 れ た 凹 部 に 係 合 可 能 な 外
向 き に 延 出 し た カ ラ ー （ ８ ） を 有 す る 少 な く と も １ つ の ホ ル ダ ー フ ラ ッ プ （ ７ ） が 設 け ら
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 装 飾 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） は 、 円 形 リ ン グ と し て 構 成 さ れ 、 前 記 少 な く と も １ つ の ノ
ッ チ （ ３ 、 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ ） は 、 前 記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） の 一 方 の 側 に 対 角 線 上 に
配 置 さ れ 、 前 記 円 形 凹 部 は 、 前 記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） の 両 端 に わ た っ て 通 し 口 を 形
成 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 飾 具 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） の 前 記 ノ ッ チ （ ３ 、 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ ） は 、 前 記 円 形 リ ン グ
の 中 心 面 ま で 及 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装
飾 具 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） な ら び に 前 記 装 飾 要 素 （ ４ 、 １ ４ 、 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ 、 ６ ４
） は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載
の 装 飾 具 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 す る よ う に 構 成 さ れ る 少 な く と も １ つ の 装 飾 具 （
１ 、 １ １ 、 ２ １ ） を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 細 長 い 要 素 を 備 え る 装 身 具 シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） に 設 け ら れ た 前 記 少 な く と も １ つ の ノ ッ チ （ ３ 、 ２ ３ ａ 、
２ ３ ｂ ） は 、 前 記 細 長 い 要 素 を 押 さ え 留 め 作 用 に よ っ て 前 記 ノ ッ チ （ ３ 、 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ
） に 固 定 す る こ と が で き る よ う な 幅 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 身 具
用 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 細 長 い 要 素 は 、 可 撓 性 で あ り 、 端 に 連 結 手 段 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ７ ま た は ８ に 記 載 の 装 身 具 用 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 細 長 い 可 撓 性 要 素 の 端 に お け る 前 記 少 な く と も １ つ の 連 結 手 段 は 、 前 記 装 飾 具 （ １ 、
１ １ 、 ２ １ ） の 前 記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） に 対 応 す る 基 台 部 （ ３ ２ 、 ４ ２ ） と し て 構
成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 装 身 具 用 装 置 。
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【 請 求 項 １ １ 】
前 記 細 長 い 可 撓 性 要 素 の 端 に お け る 前 記 少 な く と も １ つ の 連 結 手 段 は 、 前 記 細 長 い 可 撓 性
要 素 の 全 厚 を 上 回 る 直 径 を 有 す る 球 状 要 素 （ ４ ０ 、 ５ ０ ） の 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 装 身 具 用 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 細 長 い 可 撓 性 要 素 は 、 チ ェ ー ン （ ９ 、 ４ ９ ） と し て 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ９ な い し １ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 身 具 用 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 チ ェ ー ン （ ９ 、 ４ ９ ） は 、 金 属 製 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 装 身
具 用 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 細 長 い 要 素 お よ び 装 飾 要 素 を 収 容 す る た め の 少 な く と も １ つ の ノ ッ チ を 設 け た
基 台 部 を 備 え る 装 身 具 用 装 飾 具 で あ っ て 、 該 装 飾 要 素 が ノ ッ チ の 両 端 に 延 び る こ と で 細 長
い 要 素 を 覆 い 囲 む よ う に し て 基 台 部 に 取 り 付 け ら れ る こ と が で き る 、 装 身 具 シ ス テ ム の た
め の 装 飾 具 に 関 す る 。 さ ら に 、 本 発 明 は 、 細 長 い 要 素 を 備 え 、 上 述 し た 少 な く と も １ つ の
装 飾 具 を さ ら に 備 え る 、 装 身 具 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
か か る 装 飾 具 お よ び か か る 装 身 具 シ ス テ ム は 、 ド イ ツ 特 許 公 開 第 １ ， ０ ８ ７ ， ３ ８ ８ 号 か
ら 知 ら れ て お り 、 こ の 特 許 は 、 少 な く と も １ つ の 通 し 穴 （ 貫 通 口 ） 、 お よ び 装 身 具 用 ビ ー
ド の 外 側 か ら 通 し 穴 に か け て 延 在 す る ノ ッ チ を 設 け た 装 身 具 用 ビ ー ド を 示 し て い る 。 し た
が っ て 、 通 し 穴 は ノ ッ チ の 底 部 を な し 、 ビ ー ド は 、 通 し 穴 に 配 置 さ れ る ま で 、 ノ ッ チ の 底
部 に 向 け て 下 方 に 運 ば れ る ス ト リ ン グ （ ｓ ｔ ｒ ｉ ｎ ｇ ： 細 ひ も ） に よ っ て 糸 に 取 り 付 け ら
れ 得 る 。 こ の ノ ッ チ は 楔 形 状 で あ り 、 ノ ッ チ 中 に 下 方 に 押 し 込 ま れ る こ と が で き 、 バ ー ブ
（ ｂ ａ ｒ ｂ ｓ ） に よ り そ の 中 に 固 定 さ れ る こ と が で き る 楔 形 要 素 が 備 え ら れ て い る 。 こ の
楔 形 要 素 は 、 ビ ー ド の 材 料 お よ び 色 と は 異 な る 材 料 お よ び 色 か ら な り 得 る が 、 ビ ー ド を 球
状 に さ せ る １ つ の 方 法 で の み 取 り 付 け ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
さ ら に 、 Ｕ Ｓ － Ａ － ５ ， ４ ４ ０ ， ９ ０ ０ も 装 身 具 チ ェ ー ン に 取 り 付 け る た め の 装 飾 具 を 教
示 し て お り 、 こ の 装 飾 具 は 、 チ ェ ー ン の ま わ り に し っ か り 押 し 込 め ら れ る （ ｓ ｑ ｕ ｅ ｅ ｚ
ｅ ） よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 装 飾 具 の そ れ ぞ れ は 、 開 い て い る 後 部 と 閉 じ て い る
前 部 と を 有 す る 皿 形 部 分 か ら 構 成 さ れ 、 そ こ に 、 装 身 具 的 要 素 が 、 た と え ば 宝 石 （ ｇ ｅ ｍ
） の 形 で 取 り 付 け ら れ 得 る 。 装 身 具 チ ェ ー ン に 取 り 付 け る 際 、 こ の チ ェ ー ン は 、 ノ ッ チ 、
ま た は 装 飾 具 の 側 壁 に あ る 開 口 を 通 し て 送 ら れ 、 押 さ え 留 め 要 素 （ ｃ ｌ ａ ｓ ｐ ｉ ｎ ｇ  ｅ
ｌ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ ） に よ っ て 適 所 に 押 さ え 留 め さ れ る 。 し た が っ て 、 装 飾 具 は 、 着 脱 式 に 固 定
さ れ 、 チ ェ ー ン で の 互 い に 対 す る 位 置 付 け は 変 え る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 個 々 の
装 飾 具 の 装 飾 要 素 を 変 え る 可 能 性 は な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
最 後 に 、 Ｆ Ｒ － Ａ １ － ２ ， ７ ４ ７ ， ２ ７ ７ が 装 身 具 シ ス テ ム を 開 示 し て お り 、 こ の 特 許 で
は 、 装 飾 具 は 、 接 着 ま た は 機 械 的 変 形 に よ っ て 、 複 数 の チ ェ ー ン に 取 り 付 け ら れ た 基 台 部
を 備 え る 。 こ の 基 台 部 に 磁 石 を 用 い 、 か つ 関 連 し た 装 飾 要 素 に 磁 気 材 料 を 用 い る こ と に よ
っ て 、 装 飾 要 素 を 基 台 部 に 着 脱 式 に 固 定 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 こ の 装 身 具 シ ス
テ ム に よ り 、 個 々 の 装 飾 要 素 の 交 換 が 可 能 と な る が 、 チ ェ ー ン に お け る 基 台 部 の 位 置 を 変
え る と い う 選 択 は 与 え ら れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ れ ら の タ イ プ の 装 身 具 を さ ら に 変 形 す る こ と が で き る よ う に す る た め に 、 ス ト リ ン グ 、
チ ェ ー ン 、 ま た は 任 意 の 他 の 細 長 い 要 素 に 取 り 付 け る た め の 装 飾 具 で あ っ て 、 従 来 技 術 の
取 り 付 け 可 能 な ビ ー ド ま た は 装 飾 具 に 比 し て 、 変 形 す る と い う 選 択 に 関 し て よ り 柔 軟 性 が
高 い 装 飾 具 が 必 要 と さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 変 形 の た め の こ れ ら の さ ら な る 選 択 を 与 え る 装 飾 具 お よ び
装 身 具 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ れ は 、 ノ ッ チ に 対 し て ラ ン ダ ム に 選 択 さ れ た 向 き で 基 台 部 に 装 飾 具 を 着 脱 式 に 取 り 付 け
る こ と が で き る よ う に 基 台 部 お よ び 装 飾 具 が 構 成 さ れ る よ う な 上 述 し た 装 飾 具 を 構 成 す る
こ と で 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ れ に よ っ て 、 ス ト リ ン グ 、 チ ェ ー ン 、 バ ー （ ｂ ａ ｒ ） な ど の よ う な 細 長 い 要 素 に 取 り 付
け 可 能 で あ る こ と の ほ か に 、 上 記 装 飾 具 は 、 不 ぞ ろ い で あ る よ う に 構 成 さ れ る こ と が で き
、 か つ 装 飾 具 の 基 台 部 に 所 望 と さ れ る よ う に 向 け る こ と が で き る 装 飾 要 素 も 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
基 台 部 と 装 飾 要 素 と の 相 互 連 結 は 、 種 々 の 方 法 で 構 成 さ れ 得 る が 、 好 適 な 実 施 形 態 に よ れ
ば 、 基 台 部 は 、 単 純 な 円 形 凹 部 （ ｃ ｉ ｒ ｃ ｕ ｌ ａ ｒ  ｒ ｅ ｃ ｅ ｓ ｓ ） が 設 け ら れ て お り 、
こ の 凹 部 内 に 装 飾 要 素 を 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
基 台 部 へ の 装 飾 要 素 の 適 切 な 取 り 付 け を 確 実 に 行 う た め に 、 基 台 部 の 円 形 凹 部 は 、 切 り 込
み を 入 れ る こ と が で き 、 同 時 に 、 装 飾 要 素 は 、 切 り 込 み を 入 れ た 凹 部 と 係 合 す る こ と が で
き る 外 向 き の 突 起 カ ラ ー を 有 す る 少 な く と も １ つ の ホ ル ダ ー フ ラ ッ プ が 設 け ら れ る 。 基 台
部 お よ び 装 飾 要 素 の こ の 構 成 に よ り 、 こ の ２ つ の 部 分 間 に ス ナ ッ プ 結 合 （ ｓ ｎ ａ ｐ － ｃ ｏ
ｕ ｐ ｌ ｉ ｎ ｇ ） を 確 立 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 連 結 は 、 装 飾 要 素 が 容 易 に 取 り 付 け
ら れ 、 か つ 取 り 外 さ れ る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
好 適 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 基 台 部 は 、 円 形 リ ン グ と し て 構 成 さ れ 、 少 な く と も １ つ の ノ ッ
チ は 、 基 台 部 の 一 方 の 側 に 対 角 線 上 に 配 置 さ れ て お り 、 円 形 凹 部 は 、 基 台 部 を 通 っ て 通 し
口 を な し て い る 。 こ の 実 施 形 態 に よ り 、 基 台 部 は 、 ノ ッ チ の 他 に 、 回 転 対 称 要 素 と し て 概
し て 構 成 さ れ 、 通 し 口 と し て 構 成 さ れ る 凹 部 に よ り 、 基 台 部 の 両 側 に 装 飾 要 素 を 取 り 付 け
る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
好 ま し く は 、 基 台 部 の ノ ッ チ は 、 円 形 開 口 の 中 心 面 に 及 び 、 取 り 付 け ら れ た 細 長 い 要 素 が
こ の 面 を 通 っ て 実 質 的 に 延 出 し 、 そ れ に よ っ て 十 分 に 均 衡 の 取 れ た 取 り 付 け が 達 成 さ れ る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
耐 久 性 が あ る が 可 撓 性 で あ る 要 素 を 提 供 す る た め に 、 基 台 部 な ら び に 装 飾 要 素 は 、 好 ま し
く は プ ラ ス チ ッ ク 製 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 に よ る 装 身 具 シ ス テ ム は 、 細 長 い 要 素 と 、 上 記 に 特 徴 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ た
少 な く と も １ つ の 装 飾 具 と を 備 え る 。 し た が っ て 、 こ の 装 身 具 シ ス テ ム に よ り 、 細 長 い 要
素 に 取 り 付 け ら れ た 装 飾 要 素 を 備 え る 複 数 の 種 々 の 装 身 具 を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
好 ま し く は 、 基 台 部 に 設 け ら れ た 少 な く と も １ つ の 溝 （ ｇ ｒ ｏ ｏ ｖ ｅ ） は 、 押 し 込 む こ と
に よ っ て 細 長 い 要 素 が ノ ッ チ に 固 定 さ れ る こ と が で き る よ う な 幅 を 有 す る 。 こ れ に よ っ て
、 細 長 い 要 素 へ の 装 飾 具 の 簡 単 な 取 り 付 け が 達 成 さ れ 、 基 台 部 の 、 ノ ッ チ が 設 け ら れ て い
る 側 に 、 装 飾 要 素 を 取 り 付 け る こ と に よ っ て さ ら な る 取 り 付 け が 達 成 さ れ 得 り 、 こ れ に よ
り 、 細 長 い 要 素 が 、 装 飾 要 素 に よ り ノ ッ チ の 底 部 に 留 め ら れ る （ ｃ ｏ ｎ ｆ ｉ ｎ ｅ ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
細 長 い 要 素 は 、 任 意 選 択 で 成 形 さ れ て ネ ッ ク レ ス ま た は ブ レ ス レ ッ ト を 形 成 す る 可 撓 性 で
な い ロ ッ ド と し て 構 成 さ れ る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 細 長 い
要 素 は 、 可 撓 性 で あ る よ う に 構 成 さ れ 、 そ の 両 端 に 連 結 手 段 が 設 け ら れ る 。 し た が っ て 、
こ の 細 長 い 可 撓 性 要 素 は 、 非 常 に 融 通 性 の あ る 用 途 の た め に 、 お よ び 種 々 の 構 造 の 構 成 の
た め に 用 い る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 細 長 い 可 撓 性 要 素 の 端 に あ る 少 な く と も １ つ の 連 結 手 段 は 、 装 飾 具
の 基 台 部 に 対 応 す る 基 台 部 と し て 構 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 一 方 で は 、 基 台 部 に 装 飾 要 素
を 取 り 付 け る こ と が 可 能 で あ り 、 他 方 で は 、 ノ ッ チ を 介 し て 基 台 部 が 細 長 い 可 撓 性 要 素 の
別 の 部 分 と 係 合 す る こ と が 可 能 で あ る た め 、 変 形 の さ ら な る 選 択 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
代 替 的 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 細 長 い 可 撓 性 要 素 の 端 に あ る 少 な く と も １ つ の 連 結 手 段 は 、
細 長 い 可 撓 性 要 素 の 全 厚 を 上 回 る 直 径 を 有 す る 球 状 要 素 と し て 構 成 さ れ る 。 細 長 い 可 撓 性
要 素 の 端 に あ る こ の よ う な 球 状 要 素 は 、 一 方 で は 、 細 長 い 可 撓 性 要 素 の 端 に 対 し て 、 装 飾
具 が 取 り 付 け ら れ る 距 離 の た め の 止 め 具 と し て 作 用 し 、 他 方 で は 、 種 々 の 装 飾 具 の 取 り 付
け 後 、 そ の 端 が 自 由 に 空 い て い る 状 態 の ま ま で あ る 場 合 、 細 長 い 可 撓 性 要 素 の エ レ ガ ン ト
な 装 飾 （ ｆ ｉ ｎ ｉ ｓ ｈ ｉ ｎ ｇ ） と し て 作 用 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
好 ま し く は 、 細 長 い 可 撓 性 の 要 素 は 、 装 飾 具 の 基 台 部 に 設 け た ノ ッ チ と の 係 合 の た め に 固
定 基 礎 部 （ ｓ ｅ ｃ ｕ ｒ ｅ  ｂ ａ ｓ ｉ ｓ ） を 提 供 す る 金 属 チ ェ ー ン と し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 本 発 明 を 、 図 面 を 参 照 し て さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ は 、 チ ェ ー ン 、 ス ト リ ン グ 、 ロ ッ ド 、 髪 束 な ど の よ う な 細 長 い 要 素 に 取 り 付 け る た め
の 少 な く と も １ つ の ノ ッ チ ３ が 設 け ら れ た 基 台 部 ２ を 備 え る 、 装 身 具 シ ス テ ム の た め の 装
飾 具 １ を 示 す 。 こ の 装 飾 具 は 、 基 台 部 ２ に 着 脱 式 に 取 り 付 け ら れ る 装 飾 要 素 ４ も 備 え る 。
図 示 の 実 施 形 態 で は 、 装 飾 要 素 ４ は 、 蝶 形 と し て 構 成 さ れ て い る が 、 こ の 装 飾 要 素 は 、 以
下 の 説 明 か ら 明 ら か と な る よ う に 、 他 の 形 状 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ２ で は 、 装 飾 具 １ は 、 ２ つ の 部 分 、 す な わ ち 基 台 部 ２ と 装 飾 要 素 ４ と に 分 か れ て 示 さ れ
て お り 、 こ れ ら は 、 下 記 に 説 明 す る よ う に 、 ス ナ ッ プ 結 合 に よ り 組 立 て お よ び 分 離 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 示 の 実 施 形 態 で は 、 基 台 部 ２ は 、 通 し 口 を 備 え た 円 形 リ ン グ と し て 構 成 さ れ て い る 。 通
し 口 に 垂 直 な 上 側 お よ び 下 側 は 平 面 で あ る が 、 そ の 外 面 は 、 湾 曲 し て 構 成 さ れ て い る 。 上
側 に は 、 チ ェ ー ン 、 ス ト リ ン グ 、 ロ ッ ド 、 髪 束 な ど の よ う な 細 長 い 要 素 を 収 容 す る こ と が
で き る よ う に 構 成 さ れ た ノ ッ チ ３ が 対 角 線 上 に 設 け ら れ て い る 。 ノ ッ チ ３ の 底 部 は 、 基 台
部 ２ の 中 心 面 の 高 さ と 略 同 じ と こ ろ に 位 置 付 け ら れ 、 ノ ッ チ に 配 置 さ れ た 細 長 い 要 素 が 基
台 部 ２ の こ の 中 心 面 に 実 質 的 に 位 置 付 け ら れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
通 し 口 は 、 ア ン ダ ー カ ッ ト さ れ た 縁 を 有 し て 構 成 さ れ 、 基 台 部 ２ の 上 側 お よ び 下 側 に 、 基
台 部 ２ と 装 飾 要 素 ４ と の 間 に ス ナ ッ プ 結 合 の 一 部 を 構 成 す る 内 向 き に 向 け ら れ た カ ラ ー ま
た は ビ ー ド ５ が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
装 飾 要 素 ４ の 底 面 に は 、 下 向 き に 向 け ら れ た ４ つ の ホ ル ダ ー フ ラ ッ プ ７ を 備 え た デ ィ ス ク
６ が 設 け ら れ 、 こ の ホ ル ダ ー フ ラ ッ プ ７ は そ れ ぞ れ 、 基 台 部 ２ の 通 し 口 の 直 径 に 対 応 す る
直 径 を 有 す る 円 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
各 ホ ル ダ ー フ ラ ッ プ ７ は 、 外 向 き に 向 け ら れ た カ ラ ー す な わ ち ビ ー ド ８ が 設 け ら れ て お り
、 こ の カ ラ ー す な わ ち ビ ー ド ８ は 、 装 飾 要 素 ４ が 基 台 部 ２ に 取 り 付 け ら れ る と 、 通 し 口 に
提 供 さ れ て 、 基 台 部 ２ の カ ラ ー す な わ ち ビ ー ド ５ と 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 連 結
手 段 の こ の 構 成 に よ り 、 基 台 部 ２ の ノ ッ チ ３ に 対 す る 装 飾 要 素 の 向 き を 自 由 に 選 択 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
装 飾 具 １ は 、 基 台 部 ２ の ノ ッ チ ３ に 配 置 さ れ る こ と に よ っ て 細 長 い 要 素 に 取 り 付 け ら れ 得
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る 。 細 長 い 要 素 が ノ ッ チ ３ 内 に し っ か り 嵌 ま る 場 合 、 す な わ ち 、 細 長 い 要 素 が ノ ッ チ ３ の
幅 を わ ず か に 上 回 る 幅 を 有 し て い る 場 合 、 細 長 い 要 素 は 、 溝 ３ の 両 側 と 細 長 い 要 素 と の 間
の 摩 擦 に よ り 限 定 的 に 固 定 さ れ 得 る 。 好 ま し く は 、 ノ ッ チ ３ は 、 基 台 部 ２ が 細 長 い 要 素 に
取 り 付 け ら れ た 際 、 装 飾 要 素 ４ を 基 台 部 ２ に な お も 取 り 付 け る こ と が で き る よ う な 深 さ を
有 す る 。 し か し な が ら 、 細 長 い 要 素 が ノ ッ チ ３ 内 に し っ か り 嵌 ま っ て い な い 場 合 、 ノ ッ チ
３ が な お も 用 い ら れ 得 る た め 、 そ の よ う な 場 合 、 装 飾 具 １ は 、 チ ェ ー ン ま た は ス ト リ ン グ
上 に 単 に 緩 く 取 り 付 け ら れ る こ と に な る 、 す な わ ち 、 取 り 付 け ら れ た 装 飾 具 は 、 細 長 い 要
素 上 を 自 由 に 変 位 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 述 し た よ う に 、 細 長 い 要 素 は 、 チ ェ ー ン ま た は ス ト リ ン グ で あ り 得 り 、 そ れ に よ っ て 、
１ つ ま た は 複 数 の 装 飾 具 １ が 、 ネ ッ ク レ ス 、 ブ レ ス レ ッ ト な ど に 対 し 装 身 具 シ ス テ ム を 構
成 し 得 る 。 し か し な が ら 、 細 長 い 要 素 は 、 １ つ ま た は 複 数 の 装 飾 具 １ を 取 り 付 け る こ と の
で き る 剛 性 ロ ッ ド ま た は リ ン グ の よ う な 形 状 に さ れ て も よ く 、 あ る い は 、 基 台 部 ２ の ノ ッ
チ ３ に 据 え る 使 用 者 の 髪 （ す な わ ち 多 く の 髪 束 ） か ら な っ て い て も よ く 、 こ の 場 合 に 従 う
と 、 装 飾 要 素 ４ は 、 ノ ッ チ ３ 内 の 適 所 に 置 か れ 、 髪 を 押 さ え 留 め る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
次 に 、 図 ３ は 、 チ ェ ー ン ９ の 形 態 を し た 細 長 い 要 素 、 お よ び チ ェ ー ン ９ に 取 り 付 け ら れ た
装 飾 具 １ 、 １ １ 、 ２ １ を 示 し て い る 。 チ ェ ー ン ９ は 、 金 属 リ ン グ か ら な り 、 こ の 金 属 リ ン
グ は 、 互 い に 軸 方 向 に 連 結 さ れ て お り 、 各 金 属 リ ン グ 間 に 小 さ な 軸 方 向 隙 間 （ ａ ｘ ｉ ａ ｌ
 ｃ ｌ ｅ ａ ｒ ａ ｎ ｃ ｅ ） を 有 す る 。 小 型 の 細 長 い 可 撓 性 要 素 で あ る よ う な チ ェ ー ン ９ が 、
図 １ お よ び 図 ２ に 示 し た 装 飾 具 と 組 み 合 わ せ て の 使 用 に 非 常 に 適 し て い る と 思 わ れ る が 、
こ れ は 、 横 方 向 に お い て 寸 法 的 に 非 常 に 安 定 性 が あ り 、 し た が っ て 、 適 し た 方 法 で 、 基 台
部 ２ の ノ ッ チ ３ 中 に 下 方 に 押 し 込 ま れ る こ と が で き 、 押 さ え 留 め 作 用 に よ り 、 ノ ッ チ 内 に
固 定 さ れ る こ と が で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
チ ェ ー ン ９ は 、 一 端 に 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 し た 基 台 部 ２ と 略 同 じ よ う に 構 成 さ れ た 基 台
部 ３ ２ と し て 構 成 さ れ る 連 結 手 段 が 設 け ら れ る 。 基 台 部 ３ ２ は 、 そ の 側 部 に 、 輪 （ ｅ ｙ ｅ
） ３ ３ が 設 け ら れ 、 チ ェ ー ン ９ は 、 第 ２ の 輪 ３ ４ を 介 し て 輪 ３ ３ に 固 定 さ れ る 。 基 台 部 ３
２ は 、 ノ ッ チ ３ ５ 、 な ら び に 通 し 口 に 内 向 き に 延 出 し た カ ラ ー ま た は ビ ー ド ３ ６ が 設 け ら
れ る 。 し た が っ て 、 基 台 部 ３ ２ は 、 ノ ッ チ ３ ５ に 第 ２ の 細 長 い 要 素 を 収 容 す る こ と が で き
、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 し た 基 台 部 ２ と 同 じ よ う に し て 装 飾 要 素 ４ と 嵌 合 す る こ と が で き る
。 当 然 の こ と な が ら 、 チ ェ ー ン ９ は ま た 、 チ ェ ー ン ９ の 対 向 端 が ノ ッ チ ３ ５ に 取 り 付 け ら
れ る 場 合 に 閉 リ ン グ を 形 成 す る よ う に 閉 じ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
チ ェ ー ン ９ は 、 第 ２ の 端 に 、 直 径 が チ ェ ー ン ９ の 直 径 よ り も わ ず か に 上 回 っ て い る 球 状 要
素 ４ ０ が 設 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 こ の 球 状 要 素 は 、 緩 く ぶ ら 下 げ ら れ た 端 と と も に
使 用 さ れ る 場 合 、 装 飾 具 １ の た め の 端 の 止 め 具 と し て 、 お よ び チ ェ ー ン ９ の エ レ ガ ン ト な
装 飾 と し て 作 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 １ お よ び 図 ２ に 詳 細 に 示 し た 装 飾 具 １ は 、 ノ ッ チ ３ 中 に 押 し 込 ま れ る チ ェ ー ン ９ に よ り
、 該 チ ェ ー ン ９ に 取 り 付 け ら れ て 固 定 さ れ 、 こ の 後 、 装 飾 要 素 ４ が ホ ル ダ ー フ ラ ッ プ ７ に
よ り 取 り 付 け ら れ 、 こ の ホ ル ダ ー フ ラ ッ プ ７ の 外 向 き に 延 出 し た カ ラ ー ８ は 、 基 台 部 ２ の
通 し 口 の 内 向 き に 向 け ら れ た ビ ー ド ５ と 協 働 す る 。 基 台 部 ２ の 通 し 口 お よ び 装 飾 要 素 ４ の
ホ ル ダ ー フ ラ ッ プ ７ の こ の 構 成 に よ り 、 上 述 し た よ う に 、 チ ェ ー ン ９ に 対 し て ラ ン ダ ム に
選 択 さ れ る よ う に し て 装 飾 要 素 ４ を 向 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
原 理 上 、 装 飾 具 １ １ は 、 基 台 部 ２ お よ び 装 飾 要 素 １ ４ を 備 え る も の と し て 装 飾 具 １ に 対 応
す る 。 基 台 部 ２ は 、 ノ ッ チ ３ 中 に 下 方 に 押 し 込 ま れ る チ ェ ー ン ９ に よ り 該 チ ェ ー ン ９ に 取
り 付 け ら れ 、 押 さ え 留 め 作 用 に よ っ て ノ ッ チ ３ に 固 定 さ れ る 。 こ の 場 合 、 装 飾 要 素 １ ４ は
、 ド ー ム 形 状 を し て お り 、 ノ ッ チ ３ と は 反 対 側 の 基 台 部 ２ の 側 に 取 り 付 け ら 得 る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
原 理 上 、 装 飾 具 ２ １ も 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 し た 装 飾 具 １ に 対 応 す る が 、 各 側 に ２ つ の ノ
ッ チ ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ が 設 け ら れ た 基 台 部 ２ ２ を 備 え る 。 ２ つ の ノ ッ チ ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ は 、
基 台 部 ２ ２ に わ た っ て 対 角 線 上 に 延 在 し 、 互 い に 垂 直 に 配 置 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 基
台 部 ２ ２ は 、 選 択 に 応 じ て 、 一 方 の 側 ま た は 他 方 の 側 か ら 、 あ る い は 同 時 に 両 側 か ら 細 長
い 要 素 に 取 り 付 け ら れ て 、 ２ つ の 細 長 い 要 素 間 の 架 台 （ ｃ ｒ ｏ ｓ ｓ ） を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
装 飾 具 ２ １ に 示 し た 取 り 付 け で は 、 チ ェ ー ン ９ は 、 ノ ッ チ ２ ３ ａ に 取 り 付 け ら れ 、 基 台 部
２ ２ の 各 側 に そ れ ぞ れ ド ー ム 形 状 の 装 飾 要 素 ２ ４ ａ お よ び ピ ラ ミ ッ ド 形 の 装 飾 要 素 ２ ４ ｂ
が 取 り 付 け ら れ る 。 ド ー ム 形 状 の 装 飾 要 素 ２ ４ ａ な ら び に ピ ラ ミ ッ ド 形 の 装 飾 要 素 ２ ４ ｂ
は 、 好 ま し く は 、 透 明 の 着 色 ガ ラ ス ま た は プ ラ ス チ ッ ク 製 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ４ お よ び 図 ５ は 、 本 発 明 に よ る 、 装 身 具 シ ス テ ム を 構 成 し 得 る 他 の 要 素 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ４ は 、 原 理 上 、 図 ３ に 示 し た チ ェ ー ン ９ と 同 じ よ う に し て 構 成 さ れ る 、 す な わ ち 、 基 台
部 ４ ２ 、 チ ェ ー ン ４ ６ 、 お よ び 球 状 要 素 ５ ０ を 含 む チ ェ ー ン の 延 長 部 ４ １ を 示 し て い る 。
チ ェ ー ン の 延 長 部 ４ １ を 用 い て 図 ３ に 示 し た チ ェ ー ン ９ を 延 長 す る か 、 あ る い は 、 よ り 多
く の チ ェ ー ン 延 長 部 ４ １ を 連 続 的 に 取 り 付 け て 、 よ り 長 い チ ェ ー ン を 形 成 す る こ と が で き
る 。 こ の チ ェ ー ン 延 長 部 ４ １ は 、 ネ ッ ク レ ス ま た は ブ レ ス レ ッ ト 用 の ペ ン ダ ン ト ま た は チ
ャ ー ム と し て 用 い る こ と も で き 、 基 台 部 ４ ２ は 、 図 ３ に 示 し た チ ェ ー ン ９ の よ う な チ ェ ー
ン に 取 り 付 け ら れ 、 チ ェ ー ン ４ ９ お よ び 球 状 要 素 ５ ０ は 、 単 に 緩 く ぶ ら 下 げ ら れ る 。 チ ェ
ー ン 延 長 部 ４ １ に つ い て の 他 の 用 途 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ５ は 、 装 飾 具 １ が イ ア リ ン グ ６ ０ と 組 み 合 わ せ て 使 用 す る こ と が で き る 方 法 を 示 し て い
る 。 イ ヤ リ ン グ ６ ０ は 、 耳 の 穿 孔 を 通 し て 取 り 付 け る ピ ン ６ １ と 、 ピ ン ６ １ で 押 さ え 留 め
す る こ と が で き る ロ ッ ク ６ ２ と を 備 え る 。 ピ ン ６ １ の 第 １ の 端 は 、 図 ２ に 示 し た 装 飾 要 素
４ の ホ ル ダ ー フ ラ ッ プ ７ に 対 応 す る 前 方 に 向 け ら れ た ホ ル ダ ー フ ラ ッ プ ６ ７ を 備 え た 円 形
デ ィ ス ク ６ ６ が 設 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 し た 基 台 部 ２ に 対 応 す
る 基 台 部 ６ ３ は 、 イ ア リ ン グ に 取 り 付 け る こ と が で き 、 装 飾 要 素 ６ ４ は 、 基 台 部 ６ ３ の 反
対 側 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
本 発 明 を 、 装 飾 具 お よ び 装 身 具 シ ス テ ム の 好 適 な 実 施 形 態 を 参 照 し て 説 明 し て き た 。 し か
し な が ら 、 す べ て の 構 成 部 品 は 、 そ れ に よ り 本 発 明 の 概 念 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 他 の 方
法 で 構 成 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
た と え ば 、 基 本 部 品 は 、 リ ン グ と し て 構 成 さ れ る 必 要 は な く 、 基 台 部 と 装 飾 要 素 と の 間 の
連 結 手 段 に よ り 、 装 飾 要 素 が 、 チ ェ ー ン 、 ス ト リ ン グ 、 ロ ッ ド 、 髪 束 な ど の よ う な 細 長 い
要 素 に 基 台 部 を 取 り 付 け る ノ ッ チ に 対 し て ラ ン ダ ム に 選 択 さ れ た 向 き で 着 脱 式 に 取 り 付 け
ら れ る こ と が 保 証 さ れ る 限 り 、 い ず れ の 他 の 構 成 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
装 身 具 シ ス テ ム を 構 成 す る チ ェ ー ン ま た は ス ト リ ン グ の 長 さ は 、 個 々 の チ ェ ー ン ま た は ス
ト リ ン グ の 用 途 分 野 に 応 じ て 変 え る こ と が で き る 。 最 後 に 、 当 然 の こ と な が ら 、 図 １ な い
し 図 ５ に 示 し た 方 法 以 外 の 広 範 な 種 々 の 方 法 で 装 飾 要 素 を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
第 １ の 実 施 形 態 に よ る 装 飾 具 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
基 台 部 と 装 飾 要 素 と に 分 離 さ れ た 装 飾 具 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
装 飾 具 が 取 り 付 け ら れ た チ ェ ー ン を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】
チ ェ ー ン の 延 長 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】
本 発 明 に よ る 装 飾 具 の 、 イ ヤ リ ン グ の 一 部 と し て の 代 替 的 な 使 用 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 14年 8月 19日 (2002.8.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
細 長 い 要 素 を 収 容 す る た め の 少 な く と も １ つ の ノ ッ チ （ ３ 、 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ ） が 設 け ら れ
た 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） と 、 前 記 ノ ッ チ （ ３ 、 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ ） の 両 端 に 延 び る こ と
で 前 記 細 長 い 要 素 を 覆 い 囲 む よ う に し て 前 記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） に 取 り 付 け ら れ る
こ と が で き る 装 飾 要 素 （ ４ 、 １ ４ 、 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ 、 ６ ４ ） と を 備 え る 、 装 身 具 シ ス テ ム
の た め の 装 飾 具 （ １ 、 １ １ 、 ２ １ ） で あ っ て 、
前 記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） は 、 前 記 装 飾 要 素 （ ４ 、 １ ４ 、 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ 、 ６ ４ ） を
取 り 付 け る こ と が で き る 円 形 凹 部 を 備 え 、 前 記 凹 部 の 縁 に 少 な く と も １ つ の 内 向 き に 延 出
し た ビ ー ド （ ５ ） が 設 け ら れ 、 お よ び 前 記 装 飾 要 素 （ ４ 、 １ ４ 、 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ 、 ６ ４ ）
は 、 前 記 内 向 き に 延 出 し た ビ ー ド に 係 合 可 能 な 外 向 き に 延 出 し た カ ラ ー （ ８ ） を 有 す る 少
な く と も １ つ の ホ ル ダ ー フ ラ ッ プ （ ７ ） を 備 え 、 こ れ に よ っ て 該 装 飾 要 素 （ ４ 、 １ ４ 、 ２
４ ａ 、 ２ ４ ｂ 、 ６ ４ ） が 、 前 記 ノ ッ チ （ ３ 、 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ ） に 対 し ラ ン ダ ム に 選 択 さ れ
た 向 き で 前 記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） に 着 脱 式 に 取 り 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 装 飾
具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） は 、 円 形 リ ン グ と し て 構 成 さ れ 、 前 記 少 な く と も １ つ の ノ
ッ チ （ ３ 、 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ ） は 、 前 記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） の 一 方 の 側 に 対 角 線 上 に
配 置 さ れ 、 前 記 円 形 凹 部 は 、 前 記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） を 介 し て 通 し 口 を 形 成 す る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 飾 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） の 前 記 ノ ッ チ （ ３ 、 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ ） は 、 前 記 円 形 リ ン グ
の 中 心 面 ま で 及 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 装 飾 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） な ら び に 前 記 装 飾 要 素 （ ４ 、 １ ４ 、 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ 、 ６ ４
） は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載
の 装 飾 具 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 す る よ う に 構 成 さ れ る 少 な く と も １ つ の 装 飾 具 （
１ 、 １ １ 、 ２ １ ） を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 細 長 い 要 素 を 備 え る 装 身 具 シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） に 設 け ら れ た 前 記 少 な く と も １ つ の ノ ッ チ （ ３ 、 ２ ３ ａ 、
２ ３ ｂ ） は 、 前 記 細 長 い 要 素 を 押 さ え 留 め 作 用 に よ っ て 前 記 ノ ッ チ （ ３ 、 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ
） に 固 定 す る こ と が で き る よ う な 幅 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 装 身 具
用 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 細 長 い 要 素 は 、 可 撓 性 で あ り 、 端 に 連 結 手 段 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ５ ま た は ６ に 記 載 の 装 身 具 用 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 細 長 い 可 撓 性 要 素 の 端 に お け る 前 記 少 な く と も １ つ の 連 結 手 段 は 、 前 記 装 飾 具 （ １ 、
１ １ 、 ２ １ ） の 前 記 基 台 部 （ ２ 、 ２ ２ 、 ６ ３ ） に 対 応 す る 基 台 部 （ ３ ２ 、 ４ ２ ） と し て 構
成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 身 具 用 装 置 。

(23) JP 2004-503318 A 2004.2.5



【 請 求 項 ９ 】
前 記 細 長 い 可 撓 性 要 素 の 端 に お け る 前 記 少 な く と も １ つ の 連 結 手 段 は 、 前 記 細 長 い 可 撓 性
要 素 の 全 厚 を 上 回 る 直 径 を 有 す る 球 状 要 素 （ ４ ０ 、 ５ ０ ） の 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 身 具 用 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 細 長 い 可 撓 性 要 素 は 、 チ ェ ー ン （ ９ 、 ４ ９ ） と し て 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ７ な い し ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 身 具 用 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 チ ェ ー ン （ ９ 、 ４ ９ ） は 、 金 属 製 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 装 身
具 用 装 置 。
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【 国 際 調 査 報 告 】
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